
 

2025 年出前授業・講座報告書 No.13 

開催日時 2025 年 9月 10日（水） 開始時間 10：30 終了時間 12:00 

開催場所 串川小学校 

実施内容 1・2年生 生活科「種をとばそう」 

学年、組、等 1年 2年  
参加児童数

計 

児童数 

出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

18 1 23    41 

スタッフ   7名 実施機関スタッフ  4名  

１ 概要 

(1)１年生・２年生の児童合同で、３種類の種モデルを作製し、種モデルの飛び方に着目し、観察する

出前授業を実施した（昨年も実施済み）。 

(2)事前打合せにおいて、説明に２０分、もの作り３０分、飛ばし３０分、振り返り１０分の９０分の

時間割を設定（説明で少し、オーバーしたもののほぼ設定時間通り）。 

(3)班割は１年生・２年生の混成チームにして授業を行なった（事前打ち合せ通り）。 

 

２ 実施内容 

(1) リーダーの説明：PPTの画面の中の種写真をみせて、この野菜は

何？と質問すると、児童はいきなり、全開モードで、 

「はい、はい・・・」の連続。この調子で約３０分説明。 

(2)もの作り：３点（庭漆、菩提樹、アルソミトラ）の種モデルは時

間通りに作製完了。 

(3)飛ばし：思い思いに椅子の上に立ち、または飛ばし棒を使って、

より高い所から種モデルを飛ばし、飛び方の違いを観察していた（喜

び、楽しさの方が勝っていたかな） 

(4)アルソミトラに素敵な紋様付けたり、アルソミトラに庭漆の種モデ

ルの合体品を製作していた。 

（思い思いに製作され

ていた） 

 

 

 

自然界の種は風等により、より遠くへ運ばれていく。 

 

３ 良かった点、課題点など 

(1) ものつくりの楽しさ、それを飛ばして感動する児童の純粋な心を大切にしたい。 

(2) 昨年に引き続いて実施した経験から生活科に適した内容と考えられるので、モーターやビタミンC

のように出前授業の項目に加え、多くの小学校に紹介したいと思う。 

（串川小において、２年連続の開催であったことから、今年の２年生は新１年生に教えることができ、

児童にとって貴重な体験と考える） 

(3) 「理科で遊ぼう会」で用意した「はさみ」は大きくて、小１・小２の児童にとって使いづらかった

のでは？、今後、児童に持参してもらうようにしてみてはと感じた。 


